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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　容器本体と蓋体とがヒンジ部により回動可能に蝶着され、該蓋体のヒンジ部の周縁部に
該ヒンジ部の回動中心軸からの距離が大きくなる部位が形成され、前記蓋体の回動動作に
伴って該蓋体のヒンジ部の周縁部に形成された該ヒンジ部の回動中心軸からの距離が大き
くなる部位に当接して化粧具を押し上げる押上部材を設け、
　前記押上部材は、前記ヒンジ部が当接することで揺動中心を中心として揺動し、且つ、
前記揺動中心を挟んで前記ヒンジ部が当接する当接片と前記化粧具を押し上げる押上片と
から構成され、
　前記当接片よりも前記押上片の方が、前記揺動中心からの距離が長く構成されることを
特徴とするコンパクト容器。
【請求項２】
　前記押上部材は、前記化粧具を載置する皿枠の一部を切り欠いて形成された弾性変形可
能な垂下片と、該垂下片に接続され前記化粧具の下面に当接して該化粧具を押し上げる押
上片と、前記垂下片に接続され前記蓋体の回動動作に伴って前記蓋体のヒンジ部の周縁部
に形成された該ヒンジ部の回動中心軸からの距離が大きくなる部位に当接する当接片とを
有して構成したことを特徴とする請求項１に記載のコンパクト容器。
【請求項３】
　前記押上部材は、前記化粧具を載置する皿枠の一部に設けた開口部に挿通されて該皿枠
に対して回動可能に枢支され、前記化粧具の下面に当接して該化粧具を押し上げる押上部
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と、前記蓋体の回動動作に伴って前記蓋体のヒンジ部の周縁部に形成された該ヒンジ部の
回動中心軸からの距離が大きくなる部位に当接する当接片とを有して構成したことを特徴
とする請求項１に記載のコンパクト容器。
【請求項４】
　前記押上部材は、シート状又はフィルム状の部材を折り曲げて構成され、前記化粧具を
載置する皿枠の一部に設けた貫通穴に挿通されて該皿枠に対して回動可能に枢支され、前
記化粧具の下面に当接して該化粧具を押し上げる押上片と、前記蓋体の回動動作に伴って
前記蓋体のヒンジ部の周縁部に形成された該ヒンジ部の回動中心軸からの距離が大きくな
る部位に当接する当接片とを有して構成したことを特徴とする請求項１に記載のコンパク
ト容器。
【請求項５】
　前記押上部材は、シート状又はフィルム状の部材を折り曲げて構成され、前記化粧具を
載置する皿枠の一部に設けた抜け止め部の穴に挿通されて該皿枠に対して回動可能に枢支
され、前記化粧具の下面に当接して該化粧具を押し上げる押上片と、前記蓋体の回動動作
に伴って前記蓋体のヒンジ部の周縁部に形成された該ヒンジ部の回動中心軸からの距離が
大きくなる部位に当接する当接片とを有して構成したことを特徴とする請求項１に記載の
コンパクト容器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、本発明は、パフ、スポンジ等の化粧具を押し上げる押上部材を有するコンパ
クト容器に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、コンパクト容器のフックピースの下部を容器内部へ延設し、押上部材としたもの
がある（例えば、特許文献１、２参照）。これらの押上部材は、蓋体の係合を解除した後
のフックピースの下部を使用者が更に押し込むと、容器本体内に収納される化粧具を押し
上げる。このように、フックピースに押上部材を配設すると、容器本体に収納した化粧具
を容器外に突出させることができ、化粧具を容易に取り出すことができる。
【０００３】
【特許文献１】実開昭６２－２０４５０２号公報
【特許文献２】実開昭６３－０２８４０７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、前述の特許文献１の技術では、フックピースの姿勢を保持する手段がな
い。このため、フックピースの下部を押し込み、押上部材が化粧具を容器本体内から突出
させた時、使用者がフックピースを押さえていないと、化粧具が自重により押上部材を介
してフックピースを下げて、容器本体内に収納されてしまう。このため、化粧具を取るま
で片方の手でフックピースを押さえておく必要があり、化粧具の取り出し作業に手間がか
かるという問題があった。
【０００５】
　また、特許文献２の技術では、フックピースの姿勢を保持するため係合用突子を設けて
いる。すると、フックピースの下部を押し込んだ時に係合用突子が、容器本体に形成され
る係合用凹部に嵌まり込む。これにより、フックピースの姿勢が保持される。
【０００６】
　ここで、係合用突子を係合用凹部に嵌めるためには、使用者が確実に嵌め込むために相
応の力を加える必要がある。また、化粧具を収納する時は、フックピースの押上部材に相
応の力を加えて保持を解除しないと、化粧具が容器本体内に収納されない。このため、化
粧具を取り出すときも収納するときも、手間がかかるといった問題があった。
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【０００７】
　本発明は前記課題を解決するものであり、その目的とするところは、化粧具の取り出し
及び収納をより簡単な操作で手間をかけずに行うことが出来るコンパクト容器を提供せん
とするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　前記目的を達成するための本発明に係るコンパクト容器の第１の構成は、容器本体と蓋
体とがヒンジ部により回動可能に蝶着され、該蓋体のヒンジ部の周縁部に該ヒンジ部の回
動中心軸からの距離が大きくなる部位が形成され、前記蓋体の回動動作に伴って該蓋体の
ヒンジ部の周縁部に形成された該ヒンジ部の回動中心軸からの距離が大きくなる部位に当
接して化粧具を押し上げる押上部材を設け、前記押上部材は、前記ヒンジ部が当接するこ
とで揺動中心を中心として揺動し、且つ、前記揺動中心を挟んで前記ヒンジ部が当接する
当接片と前記化粧具を押し上げる押上片とから構成され、前記当接片よりも前記押上片の
方が、前記揺動中心からの距離が長く構成されることを特徴とする。
【０００９】
　また、本発明に係るコンパクト容器の第２の構成は、前記第１の構成において、前記押
上部材は、前記化粧具を載置する皿枠の一部を切り欠いて形成された弾性変形可能な垂下
片と、該垂下片に接続され前記化粧具の下面に当接して該化粧具を押し上げる押上片と、
前記垂下片に接続され前記蓋体の回動動作に伴って前記蓋体のヒンジ部の周縁部に形成さ
れた該ヒンジ部の回動中心軸からの距離が大きくなる部位に当接する当接片とを有して構
成したことを特徴とする。
【００１０】
　また、本発明に係るコンパクト容器の第３の構成は、前記第１の構成において、前記押
上部材は、前記化粧具を載置する皿枠の一部に設けた開口部に挿通されて該皿枠に対して
回動可能に枢支され、前記化粧具の下面に当接して該化粧具を押し上げる押上片と、前記
蓋体の回動動作に伴って前記蓋体のヒンジ部の周縁部に形成された該ヒンジ部の回動中心
軸からの距離が大きくなる部位に当接する当接片とを有して構成したことを特徴とする。
【００１１】
　また、本発明に係るコンパクト容器の第４の構成は、前記第１の構成において、前記押
上部材は、シート状又はフィルム状の部材を折り曲げて構成され、前記化粧具を載置する
皿枠の一部に設けた貫通穴に挿通されて該皿枠に対して回動可能に枢支され、前記化粧具
の下面に当接して該化粧具を押し上げる押上片と、前記蓋体の回動動作に伴って前記蓋体
のヒンジ部の周縁部に形成された該ヒンジ部の回動中心軸からの距離が大きくなる部位に
当接する当接片とを有して構成したことを特徴とする。
【００１２】
　また、本発明に係るコンパクト容器の第５の構成は、前記第１の構成において、前記押
上部材は、シート状又はフィルム状の部材を折り曲げて構成され、前記化粧具を載置する
皿枠の一部に設けた抜け止め部の穴に挿通されて該皿枠に対して回動可能に枢支され、前
記化粧具の下面に当接して該化粧具を押し上げる押上片と、前記蓋体の回動動作に伴って
前記蓋体のヒンジ部の周縁部に形成された該ヒンジ部の回動中心軸からの距離が大きくな
る部位に当接する当接片とを有して構成したことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明に係るコンパクト容器の第１の構成によれば、蓋体の回動動作に伴って該蓋体の
ヒンジ部の周縁部に形成された該ヒンジ部の回動中心軸からの距離が大きくなる部位（カ
ム面）に当接して押上部材が化粧具を押し上げることが出来るため皿枠に嵌入された化粧
具が取り出し易く、皿枠の壁面と化粧具との間に指を挿入するための隙間を設ける必要が
なく、その分、化粧具を大きくするか、若しくはコンパクト容器の小型化が図れる。
【００１４】
　また、本発明に係るコンパクト容器の第２の構成によれば、押上部材を化粧具を載置す
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る皿枠の一部を切り欠いて形成された弾性変形可能な垂下片と、該垂下片に接続され化粧
具の下面に当接して該化粧具を押し上げる押上片と、該垂下片に接続され蓋体の回動動作
に伴って該蓋体のヒンジ部の周縁部に形成された該ヒンジ部の回動中心軸からの距離が大
きくなる部位（カム面）に当接する当接片とを有して構成したことで皿枠の一部が押上部
材を兼ねることが出来、簡単な構成で化粧具を押し上げることが出来、部品点数も少なく
て済む。
【００１５】
　また、本発明に係るコンパクト容器の第３の構成によれば、別部品の押上部材を化粧具
を載置する皿枠の一部に設けた開口部に挿通すると共に該皿枠に対して回動可能に枢支し
、化粧具の下面に当接して該化粧具を押し上げる押上片と、蓋体の回動動作に伴って該蓋
体のヒンジ部の周縁部に形成された該ヒンジ部の回動中心軸からの距離が大きくなる部位
（カム面）に当接する当接片とを有して構成したことで簡単な構成で化粧具を押し上げる
ことが出来る。
【００１６】
　また、本発明に係るコンパクト容器の第４の構成によれば、皿枠と押上部材とは別部品
であり、押上部材は薄いシート状又はフィルム状であるため、押上部材を引っ張ると、押
上部材が貫通穴から抜け、押上部材を取り外すことができる。このため、使用後に押上部
材を取り外すことが容易である。また、簡単な構成で化粧具を押し上げる機構を実現する
ことができる。
【００１７】
　また、本発明に係るコンパクト容器の第５の構成によれば、皿枠に穴を開ける等の加工
ができない場合であっても、抜け止め部を皿枠の外部に構成すれば、第４の構成と同様の
効果を得ることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１８】
　（第１実施形態）
　図により本発明に係るコンパクト容器の一実施形態を具体的に説明する。先ず、図１及
び図２を用いて本発明に係るコンパクト容器の第１実施形態の構成について説明する。図
１は本発明に係るコンパクト容器の第１実施形態の構成を示す部分拡大図、図２は本発明
に係るコンパクト容器の第１実施形態の構成を示す断面説明図である。
【００１９】
　図１及び図２において、１はコンパクト容器であり、容器本体２と蓋体３とがヒンジ部
４により回動可能に蝶着されており、フックピース５を押圧することにより容器本体２と
蓋体３との係止を解除して開閉自在に構成されており、蓋体３の内側には鏡３ａが取り付
けられている。
【００２０】
　容器本体２の内部には図示しない化粧料と、化粧具となるパフ、スポンジ７とを載置す
る皿枠６が設けられており、本実施形態では、該皿枠６の一部を蓋体３の回動動作に伴っ
て該蓋体３のヒンジ部４の周縁部に形成したカム面４ａに当接して化粧具となるパフ、ス
ポンジ７を押し上げる押上部材８として構成したものである。
【００２１】
　本実施形態の押上部材８は、化粧具となるパフ、スポンジ７を載置する皿枠６の一部を
切り欠いて形成された弾性変形可能な垂下片８ａと、該垂下片８ａに接続されパフ、スポ
ンジ７の下面に当接して該パフ、スポンジ７を押し上げる押上片８ｂと、該垂下片８ａに
接続され蓋体３の回動動作に伴って該蓋体３のヒンジ部４の周縁部に形成したカム面４ａ
に当接する当接片８ｃとを有して構成されている。
【００２２】
　図２（ａ）に示すように、蓋体３を閉塞した状態ではカム面４ａは当接片８ｃから離間
しており、この状態では押上片８ｂの上面８ｂ１は皿枠６の底面６ａと面一となるように
設定されている。フックピース５を押圧して蓋体３を開くと、図２（ｂ）に示すように、
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カム面４ａの回動中心軸４ｂからの距離が大きくなる部位が当接片８ｃに当接して該当接
片８ｃを図２（ｂ）の左側方向に押圧し、垂下片８ａが弾性変形して押上片８ｂが化粧具
となるパフ、スポンジ７を上方へ押し上げる。
【００２３】
　逆に蓋体３を閉じると、カム面４ａによる当接片８ｃの押圧が次第に解除されて垂下片
８ａの弾性変形が解除され、図２（ａ）に示すように押上片８ｂが下降して蓋体３を容器
本体２に対して閉じることが出来る。
【００２４】
　本実施形態では、押上片８ｂ上にパフ、スポンジ７が完全に載置された状態で押し上げ
る場合の一例であるが、押上片８ｂの全長が短い場合には該押上片８ｂの端部でパフ、ス
ポンジ７の下面の一部を押上げ、該パフ、スポンジ７の押上片８ｂと反対側の端部は皿枠
６の側面６ｂに当接して拘束される形態（図５（ａ）参照）でも良い。
【００２５】
　押上部材８の垂下片８ａが適度に弾性変形し得る皿枠６の材質としては、ＡＢＳ（アク
リロニトリル、ブタジエン、スチレン共重合体）樹脂、ＰＰ（ポリプロピレン）樹脂等の
熱可塑性樹脂が適用出来る。
【００２６】
　上記構成によれば、蓋体３の回動動作に伴って該蓋体３のヒンジ部４の周縁部に形成し
たカム面４ａに当接して押上部材８が化粧具となるパフ、スポンジ７を押し上げることが
出来るため、皿枠６に嵌入されたパフ、スポンジ７が取り出し易く、従来のように皿枠６
の側面６ｂ（壁面）とパフ、スポンジ７との間に指を挿入するための隙間を設ける必要が
なく、その分、パフ、スポンジ７を大きくするか、若しくはコンパクト容器１の小型化が
図れる。
【００２７】
　また、押上部材８を化粧具となるパフ、スポンジ７を載置する皿枠６の一部を切り欠い
て形成された弾性変形可能な垂下片８ａと、該垂下片８ａに接続されパフ、スポンジ７の
下面に当接して該パフ、スポンジ７を押し上げる押上片８ｂと、該垂下片８ａに接続され
蓋体３の回動動作に伴って該蓋体３のヒンジ部４の周縁部に形成したカム面４ａに当接す
る当接片８ｃとを有して構成したことで皿枠６の一部が押上部材８を兼ねることが出来、
簡単な構成でパフ、スポンジ７等の化粧具を押し上げることが出来、部品点数も少なくて
済む。
【００２８】
　（第２実施形態）
　次に図３～図５を用いて本発明に係るコンパクト容器の第２実施形態の構成について説
明する。図３は本発明に係るコンパクト容器の第２実施形態の構成を示す部分拡大図、図
４及び図５は本発明に係るコンパクト容器の第２実施形態の構成を示す断面説明図である
。尚、前記第１実施形態と同様に構成したものは同一の符号を付して説明を省略する。
【００２９】
　前記第１実施形態では、容器本体２と別体で構成された皿枠６の一部を切り欠いて押上
部材８を形成し、皿枠６の一部が押上部材８を兼ねる簡単な構成としたが、本実施形態で
は、図３～図５に示すように、押上部材８を別体として皿枠を兼ねる容器本体２に対して
回動可能に取り付けたものである。
【００３０】
　本実施形態の押上部材８は、化粧具となるパフ、スポンジ７を載置する皿枠を兼ねる容
器本体２の一部に設けた開口部２ａに挿通され、該押上部材８の両側面に設けられた一対
の凸部８ｄが容器本体２の側壁２ｂの開口部２ａ側に設けられた凹部２ｃに嵌合して皿枠
を兼ねる容器本体２に対して回動可能に枢支されている。
【００３１】
　本実施形態の押上部材８は、化粧具となるパフ、スポンジ７の下面に当接して該パフ、
スポンジ７を押し上げる押上片８ｅと、蓋体３の回動動作に伴って該蓋体３のヒンジ部４
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の周縁部に形成したカム面４ａに当接する当接片８ｆとを有して構成したものである。
【００３２】
　開口部２ａに連続された容器本体２の底面２ｄには押上部材８の押上片８ｅの外形に対
応する形状の溝部２ｄ１が形成されており、図４（ａ）に示すように、蓋体３を閉塞した
状態ではカム面４ａは押上部材８の当接片８ｆから離間しており、押上片８ｅが溝部２ｄ
１内に収容されて、押上片８ｅの上面８ｅ１と容器本体２の底面２ｄとが面一になるよう
設定されている。このとき、押上片８ｅが自重により溝部２ｄ１内に収容されるように構
成することでパフ、スポンジ７が鏡３ａの表面に接触することなく、鏡３ａがパフ、スポ
ンジ７に付着した化粧料により汚れることがない。
【００３３】
　フックピース５を押圧して蓋体３を開き、図４（ｂ）に示すように、蓋体３の開放角度
を４５度程度に開放すると、カム面４ａの回動中心軸４ｂからの距離が大きくなる部位が
当接片８ｆに当接し、更に図４（ｃ）、図５（ａ）、図５（ｂ）に示すように、更に蓋体
３の開放角度をそれぞれ９０度、１３５度、１８０度の順に次第に開放すると、カム面４
ａにより当接片８ｆを凸部８ｄと凹部２ｃとの嵌合により形成される回動中心軸を中心に
図４及び図５の時計回り方向に押圧し、これにより押上部材８が凸部８ｄと凹部２ｃとの
嵌合により形成される回動中心軸を中心に図４及び図５の時計回り方向に回転して押上片
８ｅが化粧具となるパフ、スポンジ７を上方へ押し上げる。
【００３４】
　逆に蓋体３を閉じると、図５（ｂ）、図５（ａ）、図４（ｃ）、図４（ｂ）の順にカム
面４ａによる当接片８ｆの押圧が次第に解除されて図４（ｂ）に示すように当接片８ｆが
溝部２ｄ１内部に収容され、図４（ａ）に示すように蓋体３を容器本体２に対して閉じる
ことが出来る。
【００３５】
　上記構成によれば、別部品の押上部材８を化粧具となるパフ、スポンジ７を載置する皿
枠を兼ねる容器本体２の一部に設けた開口部２ａに挿通すると共に該皿枠を兼ねる容器本
体２に対して回動可能に枢支し、化粧具となるパフ、スポンジ７の下面に当接して該パフ
、スポンジ７を押し上げる押上片８ｅと、蓋体３の回動動作に伴って該蓋体３のヒンジ部
４の周縁部に形成したカム面４ａに当接する当接片８ｆとを有して構成したことで簡単な
構成で化粧具となるパフ、スポンジ７を押し上げることが出来る。
【００３６】
　尚、本実施形態では、容器本体２が化粧具となるパフ、スポンジ７を載置する皿枠を兼
ねるコンパクト容器１の一例について説明したが、前記第１実施形態と同様に容器本体２
と皿枠６とが別体で構成され、該皿枠６と容器本体２との一部に設けた開口部に押上部材
８を挿通すると共に、皿枠６に対して該押上部材８を回動可能に枢支した構成とすること
も出来る。他の構成は前記第１実施形態と同様に構成され、同様な効果を得ることが出来
る。
【００３７】
　（第３実施形態）
　次に図６を用いて本発明に係るコンパクト容器の第３実施形態の構成について説明する
。図６は本発明に係るコンパクト容器の第３実施形態の構成を示す部分拡大図及び断面説
明図である。尚、前述の実施形態と同様に構成したものは同一の符号を付して説明を省略
する。
【００３８】
　本実施形態では、図６に示すように、押上部材８を且つ硬く薄いシート及びフィルム状
の樹脂部材又は金属部材にて構成した。押上部材８は、皿枠を兼ねる容器本体２のヒンジ
部４側の側壁２ｂにおいて、水平方向に貫通する貫通穴２ｅに貫通され、保持される。
【００３９】
　押上部材８は、パフ、スポンジ７に当接する押上片８ｂ、押上片８ｂから上方に折り曲
がる垂下片８ａ、垂下片８ａから水平方向に折り曲がり貫通穴２ｅに引っ掛ける引掛部８
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ｇ、引掛部８ｇから下方に折り曲がり側壁２ｂの裏側に位置することで蓋体３のカム面４
ａに当接可能に構成される当接片８ｃを有する。
【００４０】
　上記構成により、押上部材８が貫通穴２ｅに挿入されると、貫通穴２ｅ上に引掛部８ｇ
が引っ掛けられる。こうして、押上部材８は、貫通穴２ｅの引掛部８ｇを軸として、回動
可能に枢支されることになる。ここで、押上部材８は、押上部材８が貫通穴２ｅにて枢支
された状態において、当接片８ｃの先端と側壁２ｂとの間に間隙が形成されるように構成
される。
【００４１】
　図６（ｂ）に示すコンパクト容器１の蓋体３が閉じた状態で、フックピース５を押圧す
ると、蓋体３とフックピース５との係止が解除されて、蓋体３を開けることができる。こ
こで、蓋体３のヒンジ部４には、回動に伴って回動中心軸４ｂからの距離が大きくなった
り小さくなったりする部位（カム面４ａ）が形成されている。
【００４２】
　図６（ｃ）に示すように、コンパクト容器１の蓋体３が開くと、カム面４ａの回動中心
軸４ｂからの距離が大きい部位が当接片８ｃに当接し、当接片８ｃを押圧する。すると、
押上部材８は引掛部８ｇを中心として、図中時計回りに回動する。これにより、パフ、ス
ポンジ７の下方にある押上片８ｂが上方に移動することとなり、押上部材８はパフ、スポ
ンジ７を押し上げる。
【００４３】
　逆に、蓋体３を閉じると、図６（ｃ）の状態から図６（ｂ）の状態になる。つまり、蓋
体３の回動により、ヒンジ部４のカム面４ａは、回動中心軸４ｂからの距離が小さくなる
ため、カム面４ａの当接片８ｃに対する押圧が解除される。すると、押上部材８は押上片
８ｂの自重により、引掛部８ｇを中心として図中反時計回りに回動する。こうして、押上
部材８の押上片８ｂは下降し、パフ、スポンジ７の押し上げも解除される。
【００４４】
　上記構成によれば、容器本体２と押上部材８とは別部品であり、押上部材８は薄いシー
ト状であるため、押上部材８を容器手前側に引っ張ると、押上部材８が貫通穴２ｅから抜
け、押上部材８を取り外すことが出来る。このため、使用後に押上部材８を取り外すこと
が容易である。
【００４５】
　また、容器本体２には側壁２ｂに貫通穴２ｅを設けただけで、且つ押上部材８は、シー
ト状又はフィルム状の部材を折り曲げるだけで構成することが出来る。このため、簡単な
構成でパフ、スポンジ７を押し上げる機構を実現することが出来る。
【００４６】
　（第４実施形態）
　次に図７を用いて本発明に係るコンパクト容器の第４実施形態の構成について説明する
。図７は本発明に係るコンパクト容器の第４実施形態の構成を示す断面説明図である。尚
、前述の実施形態と同様に構成したものは同一の符号を付して説明を省略する。
【００４７】
　本実施形態では、図７に示すように、押上部材８を且つ硬く薄いシート及びフィルム状
の部材にて構成した点は第３実施形態と同様であるが、押上部材８の当接片８ｃに折り返
し部８ｃ１を形成したことと、側壁２ｂのヒンジ部４側の外壁に穴の開いた抜け止め部２
ｆを形成したことを特徴とする。
【００４８】
　押上部材８は、パフ、スポンジ７に当接する押上片８ｂ、押上片８ｂから上方に折り曲
がる垂下片８ａ、垂下片８ａから水平方向に折り曲がり側壁２ｂの上端に引っ掛ける引掛
部８ｇ、引掛部８ｇから下方に折り曲がり側壁２ｂの裏側に位置することで蓋体３のカム
面４ａに当接可能に構成される当接片８ｃを有する。当接片８ｃの先端には上方に折り曲
がった折り返し部８ｃ１が形成される。
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【００４９】
　上記構成により、押上部材８が抜け止め部２ｆの穴に挿入されると、引掛部８ｇが側壁
２ｂの上端に引っ掛けられる。こうして、押上部材８は、引掛部８ｇを軸として、回動可
能に枢支されることになる。ここで、押上部材８は、枢支された状態において、当接片８
ｃの先端と側壁２ｂとの間に間隙が形成されるように構成される。
【００５０】
　図７（ａ）に示すコンパクト容器１の蓋体３が閉じた状態で、フックピース５を押圧す
ると、蓋体３とフックピース５との係止が解除されて、蓋体３を開けることが出来る。こ
こで、蓋体３のヒンジ部４には、回動に伴って回動中心軸４ｂからの距離が大きくなった
り小さくなったりする部位（カム面４ａ）が形成されている。
【００５１】
　図７（ｂ）に示すように、コンパクト容器１の蓋体３が開くと、カム面４ａの回動中心
軸４ｂからの距離が大きい部位が当接片８ｃの折り返し部８ｃ１に当接し、折り返し部８
ｃ１及び当接片８ｃを押圧する。すると、押上部材８は引掛部８ｇを中心として、図中時
計回りに回動する。これにより、パフ、スポンジ７の下方にある押上片８ｂが上方に移動
することとなり、押上部材８はパフ、スポンジ７を押し上げる。
【００５２】
　逆に、蓋体３を閉じると、図７（ｂ）の状態から図７（ａ）の状態になる。つまり、蓋
体３の回動により、ヒンジ部４のカム面４ａは、回動中心軸４ｂからの距離が小さくなる
ため、カム面４ａの当接片８ｃ及び折り返し部８ｃ１に対する押圧が解除される。すると
、押上部材８は押上片８ｂの自重により、引掛部８ｇを中心として図中反時計回りに回動
する。こうして、押上部材８の押上片８ｂは下降し、パフ、スポンジ７の押し上げも解除
される。
【００５３】
　上記構成によれば、側壁２ｂに穴を開ける等の加工ができない場合であっても、抜け止
め部２ｆを容器本体２の外部に構成すれば、前述と同様の効果がある。尚、本実施形態に
おいては、当接片８ｃの先端を折り返すことで抜け止めをすることとしたが、これに限る
ものではない。
【産業上の利用可能性】
【００５４】
　本発明の活用例として、パフ、スポンジ等の化粧具を押し上げる押上部材を有するコン
パクト容器に適用することが出来る。
【図面の簡単な説明】
【００５５】
【図１】コンパクト容器の第１実施形態の構成を示す部分拡大図。
【図２】コンパクト容器の第１実施形態の構成を示す断面説明図。
【図３】コンパクト容器の第２実施形態の構成を示す部分拡大図。
【図４】コンパクト容器の第２実施形態の構成を示す断面説明図。
【図５】コンパクト容器の第２実施形態の構成を示す断面説明図。
【図６】コンパクト容器の第３実施形態の構成を示す部分拡大図及び断面説明図。
【図７】コンパクト容器の第４実施形態の構成を示す断面説明図。
【符号の説明】
【００５６】
　１…コンパクト容器、２…容器本体、２ａ…開口部、２ｂ…側壁、２ｃ…凹部、２ｄ…
底面、２ｄ１…溝部、２ｅ…貫通穴、２ｆ…抜け止め穴、３…蓋体、３ａ…鏡、４…ヒン
ジ部、４ａ…カム面、４ｂ…回動中心軸、５…フックピース、６…皿枠、６ａ…底面、６
ｂ…側面、７…パフ、スポンジ、８…押上部材、８ａ…垂下片、８ｂ…押上片、８ｂ１…
上面、８ｃ…当接片、８ｃ１…折り返し部、８ｄ…凸部、８ｅ…押上片、８ｅ１…上面、
８ｆ…当接片、８ｇ…引掛部
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